








支部ホームページ http://www.shoai.ne.jp/neyagawa/ 

 

       

 

                   

 

      

                                  
 
 

 

    
 

 
 
 

 

  
 

 

                           

                                  

                                  

                                  

 
 

マ
ジ
ッ
ク
同
好
会 

 

今
回
は
、
同
好
会
の
先
生

と
し
て
ご
指
導
頂
い
て
い
る

曾
崎
七
郎
先
生
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

先
生
は
、
か
つ
て
は
近
鉄

電
車
の
駅
長
を
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
在
職
中
か
ら
関

西
奇
術
教
室
で
マ
ジ
ッ
ク
を

学
ん
で
お
ら
れ
、
平
成
16
年

か
ら
松
愛
会
の
マ
ジ
ッ
ク
同

好
会
の
先
生
と
し
て
ご
指
導

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

身
近
に
あ
る
材
料
を
使 

っ
た
マ
ジ
ッ
ク
が
多
く
、 

子
供
達
や
お
年
寄
り
か
ら 

喜
ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
世
話
役
の
田
淵 

健
二
さ
ん
は
、
曾
崎
先
生 

の
マ
ジ
ッ
ク
を
会
員
の
教 

材
に
す
る
為
の
ビ
デ
オ
撮 

り
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

八
木
俊
孝
さ
ん
は
、
会
の

世
話
役
と
し
て
運
営
管
理
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

     

第
47

回
友
呂
岐
会
は
５

月
26
日(

木)

、
86
名
の
多
数

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
曇
空

の
中
を
バ
ス
２
台
に
分
乗
し

旧
三
洋
電
機
㈱
岐
阜
事
業
所

に
向
け
て
出
発
し
た
。 

こ
こ
は
新
幹
線
の
車
窓
か
ら

全
長
３
１
５
ｍ
も
あ
る
ソ
ー

ラ
ー
ア
ー
ク
の
特
徴
あ
る
姿

が
よ
く
見
え
る
の
で
ご
存
じ

の
方
も
多
か
っ
た
が
、
中
を

見
学
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
の
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

 

到
着
後
、
記
念
撮
影
。
案

内
嬢
よ
り
施
設
の
概
要
説
明

後
、
二
班
に
分
か
れ
て
交
互

に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ボ
（
太
陽
電

池
科
学
館
）
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ラ
ボ
（
屋
外
展
示
装
置
）
の

見
学
・
体
験
を
し
た
。 

節
電
モ
ー
ド
に
取
り
組
む

昨
今
、
太
陽
電
池
や
環
境
問

第
47
回
友
呂
岐
会 

 

元
気
サ
ー
ク
ル
（
太
極
拳
） 

「
太
極
拳
元
気
サ
ー
ク
ル
」

は
平
成
10
年
に
発
足
し
、
今

年
で
13
年
に
な
り
ま
す
。
会

員
も
、
40
名
で
年
齢
に
関
係

な
く
、
元
気
な
グ
ル
ー
プ
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。「
楊

式
太
極
拳
」
は
、
も
と
も
と

は
武
道
な
の
で
す
が
、
そ
の

鍛
錬
法
が
「
ゆ
っ
た
り
と
し

た
動
作
と
呼
吸
を
も
っ
て
、

心
と
体
の
調
和
を
は
か
り
、

全
身
の
余
計
な
力
を
抜
い 

 

て
、
ゆ
っ
く
り
と
動
く
」 

と
い
う
こ
と
が
武
道
的
に 

大
切
で
、
そ
れ
を
守
っ
て 

練
習
す
る
と
、
健
康
に
驚 

く
ほ
ど
効
果
が
あ
り
、
い 

ま
で
は
、
健
康
法
と
し
て 

広
ま
っ
て
い
ま
す
。 

元
気
サ
ー
ク
ル
の
練
習
日 

は
、
水
曜
日
と
土
曜
日
の

週
2
回
で
、
場
所
は
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 同 好 会 紹 介 

題
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
光
な
ど
、
太
陽
と

地
球
の
恵
み
に
つ
い
て
考
え

直
す
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
滝
で
有
名
な
養

老
公
園
内
の
豆
馬
亭
に
て
昼

食
。
出
発
ま
で
新
緑
の
中
で

休
息
を
楽
し
ん
だ
。 

 

午
後
は
長
浜
方
面
へ
と
移

動
。
姉
川
古
戦
場
横
を
通
過

し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で

盛
り
上
が
る
江
・
浅
井
三
姉

妹
博
覧
会
会
場
の
一
つ
の

「
浅
井
・
江
の
ド
ラ
マ
館
」

を
見
学
し
た
。
戦
国
時
代
の

北
近
江
に
生
ま
れ
た
三
姉
妹

の
波
乱
と
苦
難
の
人
生
が
、

江
の
視
点
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。 

最
後
に
、
長
浜
駅
前
の｢

黒

壁
ス
ク
エ
ア
」
を
自
由
行
動
。

大
手
門
通
り
沿
い
の
諸
施
設

や
店
舗
に
て
見
学
や
名
産
品

の
試
食
・
買
物
を
楽
し
ん
だ

後
、
寝
屋
川
へ
帰
着
し
た
。 
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第
一
二
一
回
史
跡
巡
り 

一
二
一
回
目
の
史
跡
巡
り

は
４
月
７
日
京
阪
牧
野
駅
前

に
初
参
加
６
名
を
含
む
４４

名
＋
孫
２
名
が
集
合
し
、
枚

方
市
内
パ
ー
ト
７
の
コ
ー
ス

へ
と
元
気
よ
く
出
発
し
た
。 

 
 

 

一
日
中
天
候
に
恵
ま
れ
、

午
前
中
は
駅
周
辺
の
仏
閣
や

遺
跡
、
片
埜
神
社
等
を
巡
っ

た
。
片
埜
神
社
は
河
州
一
之

宮
の
延
喜
式
内
社
で
、
本
殿

は
国
の
重
要
文
化
財
、
東

門
・
南
門
・
石
造
灯
篭
は
府

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

た
。
門
に
は
古
い
蛙
股
、
灯

篭
に
は
梵
字
が
浮
彫
り
さ
れ

る
等
、
河
内
地
方
の
歴
史
や

由
緒
が
感
じ
ら
れ
た
。 

 

隣
の
牧
野
公
園
へ
移
動
し

記
念
撮
影
後
、
満
開
間
近
い

桜
の
下
で
の
楽
し
い
昼
食
、

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
探
し
や

採
集
と
、
和
や
か
で
盛
り
上

り
の
あ
る
昼
風
景
だ
っ
た
。 

 
 

午
後
か
ら
は
歯
科
大
学
付

近
の
神
社
遺
跡
等
を
巡
り
、

穂
谷
川
堤
防
の
歩
行
者
専
用

道
を
招
堤
方
面
へ
と
移
動
。

菜
の
花
の
黄
、
桜
の
ピ
ン
ク
、

晴
天
の
青
の
三
色
に
囲
ま
れ

た
空
間
の
中
を
、
心
地
よ
い

春
風
を
受
け
な
が
ら
の
ん
び

り
と
し
た
散
策
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
日
置
天
神
社
で

八
台
の
山
車
庫
の
高
さ
に
驚

き
、
正
念
寺
で
庭
の
手
入
れ

に
感
心
し
、
敬
応
寺
で
は
庭

に
展
示
の
鬼
瓦
に
圧
倒
さ
れ

た
後
、
バ
ス
停
に
て
解
散
。

満
員
と
な
っ
た
京
阪
バ
ス
で

枚
方
市
駅
へ
と
戻
っ
た
。 

平
成
２２
年
度
よ
り
最
終

４
回
目
の
实
施
日
を
３
月
か

ら
、
少
し
で
も
温
暖
な
桜
の

季
節
の
４
月
初
旬
に
変
更
し

ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。 

片埜神社東門付近 

穂谷川三色空間の散策 

新春懇親会にて曽崎先生の演技 

年次支部総会での演武 

フィールドラボ見学 

賑やかな黒壁スクエア 


